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研究領域Ａ 【小学校 外国語活動】 

鳥栖市立鳥栖小学校 教諭 田中 香織 

 

 

 

 

 

 

 

＜キーワード＞ ①ぽかぽかイングリッシュ ②ぽかぽかタイム ③伝え合おうとする 

 

１ 研究の目標 

  外国語活動の交流する場面において，感情のやり取りを大切にしながら自分の気持ちや考えを伝え

合おうとする児童を育成する指導の在り方を探る。 

 

２ 目標設定の趣旨 

平成23年度よりコミュニケーション能力の素地を養うことを目標に始まった外国語活動は，新たな

変革期を迎えようとしている。平成32年度より中学年に外国語活動，高学年に教科「外国語」が導入

される。平成29年７月の学習指導要領解説外国語編では，目標を「コミュニケーションを図る基礎（中

学年では素地）となる資質・能力の育成」とし，高学年で育成する「思考力，判断力，表現力等」を，

「自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力」(1)と示している。同月に出された小

学校外国語活動・外国語研修ガイドブックにも「言語活動を通して児童が自分の気持ちや考えを表現

できるようになることが求められる」(2)と明記された。また，直山木綿子は，自分の考えや気持ちを

伝え合う際は，ただ与えられた表現を言うのではなくどの表現を使うとより相手に伝わるかと，いく

らかある表現の中から自分なりに選び，判断して言う活動を仕組むことが大切と述べている。 

平成 28年度国立教育政策研究所の調査研究報告書によると，「外国語の授業で楽しいことは何か」

に，「ゲームをすること」76.4％に対して，「英語で自分のことや意見を言うこと」が 42.9％という半

数を切った結果から，「外国語活動が歌やゲームだけで終わってしまい，児童が自分の立場で自分の考

えや気持ちを指導者や友達と伝え合うコミュニケーションにまで至っていない可能性がある」(3)と述

べられている。これまでの自分自身の実践を振り返ってみても，英語に初めて触れる子供たちにどの

ようにして自分の気持ちや考えを伝え合う活動に取り組ませるかが課題であった。 
よって，これからの外国語活動において，自分の気持ちや考えを伝え合うことは大切だと考える。 
また，齋藤孝は，「コミュニケーションを『意味や感情のやり取り』と定義しており，意味のやり取

りに加えて相手のことに関心があるとか，一緒に活動して楽しいという感情のやり取りが必要」(4)と

述べている。このことから，自分の考えや気持ちを伝え合う中において，児童が言葉による意味のや

り取りだけでなく，感情のやり取りをすることが大切なのではないかと考える。また，感情のやり取

りを大切にするならば，言葉と同様に，表情やジェスチャー等の非言語メッセージを使うことも大切

にすべきであると考える。 
そこで本研究では，外国語活動の交流する場面において，感情のやり取りを大切にしながら自分の

気持ちや考えを伝え合おうとする児童を育成するための指導の在り方を探りたいと考え，本目標を設

定し，研究を進めることとした。 

 

 本研究は，外国語活動において，感情のやり取りを大切にしながら自分の気持ちや考えを伝え合

おうとする児童を育成するための指導の在り方を探ったものである。互いの気持ちを温かくしたり，

相手を知ろうとしたりする自分の気持ちや考えを伝える簡単な英語表現「ぽかぽかイングリッシュ」

を取り入れたやり取りを行わせた。その後，友達とつながる楽しさや嬉しさを伝え合ったり，友達

とのやり取りを褒め合ったりする活動「ぽかぽかタイム」を行うことで，互いの気持ちを大切にし

ながら自分の気持ちや考えを伝え合おうとする児童の姿が見られるようになった。 

要   旨 
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３ 研究の仮説 

  交流する場面において，自分の気持ちや考えを伝える簡単な英語表現（ぽかぽかイングリッシュ）

を取り入れたやり取りの後に，友達とつながる楽しさや嬉しさを伝え合ったり，友達とのやり取りを

褒め合ったりする活動（ぽかぽかタイム）を行えば，互いの気持ちを大切にしながら自分の気持ちや

考えを伝え合おうとする児童が育つであろう。 
 

４ 研究方法 

(1) 研究紀要や文献などによる外国語活動における伝え合う力の育成に関する理論研究 

(2) 授業参観やアンケート調査を基にした児童の実態調査 

(3) 検証授業を通した，手立ての有効性の考察及び仮説の検証 

 

５ 研究内容 

(1) 外国語活動の理論や指導法に関しての先行研究や文献等を基に，理論研究を行う。 

(2) 児童の実態調査から，有効な手立てを明らかにする。 

(3) 所属校の５年生において検証授業を行い，仮説を検証し，手立ての有効性を示す。 

 

６ 研究の実際１(実践化への手立て) 

 (1) 文献等による理論研究 

 樋田光代は，気持ちを表す簡単な英語表現を児童の実態に合わせて選び与えていくと，児童の活

動が広がり，より豊かなコミュニケーションを図るようになると述べている。よって，これからの

外国語活動において，定型表現によるやり取りに加え，自分の気持ちや考えに合った簡単な英語表

現を伝え合うことは，児童のコミュニケーションをより豊かにするために大切だと考える。では，

どのような表現を与えたらよいのだろうか。宗誠は，“ Great!”“Good job! ”などの褒め言葉，

“You can do it!”“Close!”などの励ます言葉など，他者の気持ちに寄り添い，かかわりを深く

すること自体を目的とする相互伝達系の言葉かけをどんどんすることで，人間関係や授業の雰囲気

がぐっとよくなり，子供のやる気を出す効果が期待できると述べている。そして，やり取りをする

際には，込められたメッセージにリアクションをすることが重要だとし，一往復半のやり取りの重

要性を述べている。そこで，互いの気持ちを温かくしたり，相手を知ろうとしたりする自分の気持

ちや考えを伝える簡単な英語表現を「ぽかぽかイングリッシュ」とし，定型表現によるやり取りの

中にぽかぽかイングリッシュを取り入れることで，自分の気持ちや考えをより伝えやすくなり，伝

え合おうとするのではないかと考える。また樋田は，表現を与える際には，児童が求める表現を与

えることで，「生きた英語」として身に付いていくと述べていること

から，児童が使いたいと思った表現も適宜，ぽかぽかイングリッシ

ュに加えていくことで，自分の気持ちや考えをより伝え合おうとす

ると考える。 

辰野千寿は，友達とつながる楽しさや嬉しさを感じることで親和

欲求が満たされたり，友達から褒められ満足感を感じることで承認

欲求が満たされたりすることは，児童の学習意欲を高め，積極的に

学習を行うことにつながると述べている。また，相川充は，児童は

自分の行動が褒められれば，肯定的な結果を再度得ようとして，そ

の行動を積極的に身に付けようとすると述べている。そこで，友達とつながる楽しさや嬉しさを伝

え合ったり，友達とのやり取りを褒め合ったりする「ぽかぽかタイム」を行えば，またやり取りを

図 1 研究構想図 
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したいという意欲を高め，さらに伝え合おうとする姿につながるのではないかと考える。 
以上のことを踏まえ，交流する場面に，ぽかぽかイングリッシュを取り入れたやり取りを位置付

け，その後にぽかぽかタイムを設定すれば，互いの気持ちを大切にしながら自分の気持ちや考えを

伝え合おうとする児童が育つであろうと考える（前頁図１）。 
 (2) 具体的な手立て 

  ア  ぽかぽかイングリッシュを取り入れたやり取り 
    ぽかぽかイングリッシュは，相手のことを知ろうとする表現，互いを温かくする表現とする（図

２）。児童がぽかぽかイングリッシュを取り入れたやり取りの中で，互いの気持ちを温かくしたり，

相手を知ろうとしたりすることで，自分の気持ちや考えを伝えようとすることを目指す。初めて

外国語活動に取り組む児童の実態を踏まえ，短い言葉で，児童が日常生活の中で聞いたことがあ

ると思われる簡単な表現を取り扱う。活動の中で児童が使いたいと思うであろう表現を用意し，

児童が選んで使えるようにする。また，児童が使いたいと思った表現も適宜付け加えられるよう

にする。児童には「やり取りのこつ」として「た(尋ねる)こ(答える)ぽ(ぽかぽかイングリッシュ)」

を提示する(図２)。また，表現を使う際に戸惑う児童への助けとして「ぽかぽかスティック」，児

童が使いたい表現を得るための工夫として「One more たこぽ」シートを用意する(資料１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ ぽかぽかタイムの設定 

    ぽかぽかタイムは， 友達とのやり取りの中で感じた楽しさや嬉しさ，友達のやり取りのよさを

付箋（ぽかぽかふせん）に記し，互いに読み合い紹介し合うことで，友達とまたやり取りがした

いという意欲を高めることを目指す。単元の中盤に，第三者の児童が友達のやり取りを具体的に

褒める活動（ぽかぽかタイムＡ）を，単元の終盤に，やり取りをした児童自身が友達とつながる

楽しさや嬉しさを伝え合う活動（ぽかぽかタイムＢ）を設定する（図３）。もらった付箋は，ワ

ークシートに貼り，いつでも見返すことができるようにする（資料２）。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 図３ ぽかぽかタイムＡ，ぽかぽかタイムＢのイメージ図 

振り返り時に，次の学習で使いたい表現を
児童が日本語で書く。そのシートに教師が
英語を記し，次回の授業前までに伝えるよ
うにする。 

児童がスティック
を掲げることで，
すぐに支援に行け
るようにする。 

資料２ 児童のワークシート 

図２ 検証②で児童が主に使ったぽかぽかイングリッシュ 資料１ ぽかぽかスティックと「One moreたこぽ」シート 

やり取りを具体

的に褒める記述 

楽しさや嬉しさ

を伝える記述 
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(3)  自分の気持ちや考えを伝え合おうとする児童を育成する学習過程 

   検証授業は３時間行う。１時目にぽかぽかイングリッ

シュに出会わせ，ぽかぽかイングリッシュを取り入れた

やり取りに取り組ませる。そして，２・３時目に，ぽか

ぽかイングリッシュを取り入れたやり取りとぽかぽかタ

イムを組み合わせた学習過程を設定する。具体的には，

やり取りとやり取りの間にぽかぽかタイムを設定する

（図４）。 

 (4) 検証の視点 

ア ぽかぽかイングリッシュを取り入れたやり取り【検証の視点Ⅰ】 

互いの気持ちを大切にしながら自分の気持ちや考えを伝え合おうとしているか。 

イ ぽかぽかタイムの設定【検証の視点Ⅱ】 

またやり取りをしたいという意欲を高めたか。 

 

７ 研究の実際２（授業実践を通しての結果） 

(1) 授業の位置付け 

第５学年の児童に，６月に検証授業①「好きなものを尋ね合おう」（３時間），10月に検証授業②

「What’s subject クイズを楽しもう」(３時間)，１月に検証授業③「What’s memories クイズを楽

しもう」(３時間)を行った。検証授業①では「宿泊訓練で一番好きだった活動」を，検証授業②で

は「自分で作ったオリジナルの教科」を，検証授業③では「この一年間の一番の思い出」を予想さ

せ，やり取りを行わせた。クイズ形式にし，相手の言葉に興味を持たせることで，感情のこもった

反応につながると考えた。 

検証授業③の本時のねらい，主な学習活動は以下に示す。 

 (2) 授業の実際  

  ア  単元名 「What’s memories クイズを楽しもう」 

  イ 単元の目標 

 What’s memories クイズを楽しみながら，自分の気持ちや考えを相手に伝えようとする。 

ウ 授業記録（ 検証授業③ 第３時 ３／４）  

 

 

 

 

 

 

検証授業③ 自作の単元「What’s memories クイズを楽しもう」(全４時間) 
 本時のねらい 主な学習活動 

第１時 
(１/４) 
1 月 12 日 

What’s memories クイズを楽しもう ・これまでのぽかぽかイングリッシュを思い出し，新たな表現を知る。 
・Do you like ゲームをする。 
・ペアで，この一年間の一番の思い出をクイズ形式で尋ね合う。 

第２時 
(２/４)  
1 月 16 日 

What’s memories クイズを楽しもう ・Guess 5 ゲームをする。 
・ペアで，この一年間の一番の思い出をクイズ形式で尋ね合う。 
・ぽかぽかタイムＡでやり取りを褒め合う。 

第３時 
(３/４)  
1 月 19 日 

What’s memories クイズを楽しもう ・Do you like ゲームをする。 
・ペアで，この一年間の一番の思い出をクイズ形式で尋ね合う。 
・ぽかぽかタイムＢで感想を交換し合う。 

第４時（事後） 
(４/４)  
1 月 26 日 

What’s memories クイズを楽しもう ・Do you like ゲームをする。 
・ペアで，この一年間の一番の思い出を，15 分間自由にペアを変えな

がら，クイズ形式で尋ね合う。 

図４ 伝え合おうとする児童を育成する学習過程 

 本時で使用した板書 
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検証授業③第３時 「What’s memories クイズを楽しもう」児童の活動の様子 

 
 
                          
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
                            
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

【クイズを出す人】 

《
ぽ
か
ぽ
か
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
取
り
入
れ
た
や
り
取
り
》 

※      がぽかぽかイングリッシュ 

１０秒間，全員の答えが書いてある用紙を見て答えを選ぶ 

  

【クイズに答える人】 

クイズを出す人と答える人の役割を交代して再度やり取りを行う 

【ぽかぽかタイムＢ】

ぽかぽかふせんに記入し，記入後は互いに読み合ってプレゼントする 

 

ペアを変えて，またやり取りをする 

本時で使用した 

ワークシート 

 

答えの紙 
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(3) 考察 

ペアに１台タブレットＰＣを置き，毎時間，児童の活動の様子を動画に記録した。この動画記録

と事前と事後のアンケート，授業後の振り返りシートの記述を基に検証する。 

  ア 短期的考察(検証授業③による考察) 

【検証の視点Ⅰ】ぽかぽかイングリッシュを取り入れたやり取り 

    互いの気持ちを大切にしながら自分の気持ちや考えを伝え合おうとしているかについて，以下

の４点で検証していく。 

   ① 量的変化を調べた。全ての児童がやり取りの中で  

使ったぽかぽかイングリッシュの総数を調べると，

図５のような結果が見られた。児童のやり取りの中

で，ぽかぽかイングリッシュの数が次第に増えてい

ることが分かる。個人の数の変化を見ても全員が増

えていた（表１）。また，ぽかぽかイングリッシュ以

外の英語（“10seconds”“winter vacation”等）を

使った総数も，同様に増えていた（図６）。これらの

結果は，児童がぽかぽかイングリッシュを使うこと

で自分の気持ちや考えを伝えやすくなったことと，

「One more たこぽ」シートを使うことで，自分が使

いたい表現を児童が得ることができたためと考えら

れる。シートは授業の振り返り時に，使いたい表現

が欲しい児童のみ使用してもよいこととした。する

と，20名（57％）が３回とも全て使用し，11名（31％）

が２回使用していた。約９割の児童が新しい表現を

得ようとし，動画から実際にそれらを使っている姿

が見られた。 

 

 

 

 

   ② 質的変化を５段階で調べた（図７）。１時目では， 

が１名，◎が13名だったが，４時目（事後）では

が27名，◎が８名になった。また，個人の質の変

化を見ても，31名（89％）の児童の質が上がってい

た（次頁表２）。児童のやり取りの質が徐々に上がっ

たことが分かる。動画からも，クイズを成立させる

ための５Ｗ１Ｈの表現だけでなく，相手の言葉に理

解を示し，共感しながらやり取りを進めている児童

の姿が見られるようになった。さらに，答えである

友達の思い出に対して，もっと知ろうと会話を続け

たり，気持ちを温かくする表現を使ったりする児童

も見られるようになった。ぽかぽかイングリッシュ

が持つ，互いの気持ちを温かくする効果が児童の人

4時

3時

2時

1時 n=35

図６ 全児童がぽかぽかイングリッシュ以外の英語を使った総数 

図５ 全児童が使ったぽかぽかイングリッシュの総数 

4時

3時

2時

1時
n=35

事後

表１ 個人が使ったぽかぽかイングリッシュの数の変化 

事後 

図７ 全児童のやり取りの質の変化 

n=35 
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間関係をよくし，児童のやり取りの質を高めたと思われる。また，１時に×の児童が１名と少

なかったのは「ぽかぽかスティック」があったことで，分からない時に教師や友達に表現を尋

ねやすくなり，活動の助けとなったためと考えられる。 

 

 

 

 

③ 非言語メッセージの変化を調べた（図８）。多くの

児童が非言語メッセージを使いながら自分の気持ち

や考えを伝えようとしていることが分かる。ぽかぽ

かイングリッシュを使うことで伝わる喜びを感じた

ことが，もっと気持ちや考えを伝えたいという児童

の姿につながったと考えられる。ジェスチャーを使

う児童が徐々に増えていたのは，伝えたい気持ちは

あるが，表現が足りない分を何とかして相手に伝え

ようとする児童の姿の表れだと考える。また，全員

が，相手の目を見て笑顔でやり取りをしていたこと

から，互いの気持ちを大切にしたやり取りをしてい

ることがうかがえる。 

④ 児童の意識の変容を調べた。「英語で自分の気持ち

や考えを伝えようとしているか」では「伝えようと

している」が23名（66％）から33名（94％）に増え

ている（図９）。同様に「ジェスチャーや表情で気持

ちや考えを伝えようとしているか」では「伝えよう

としている」が17名(49％)から32名(91％)に増えて

いる（図10）。児童が言語，非言語あらゆるメッセー

ジを使って気持ちや考えを伝えようとしていること

がうかがえる。 

以上４点を総合的に判断すると，ぽかぽかイングリ

ッシュを取り入れることは，互いの気持ちを大切にし

ながら自分の気持ちや考えを伝え合おうとすることに

効果があったと考える。 

【検証の視点Ⅱ】ぽかぽかタイムの設定 

   またやり取りをしたいという意欲を高めたかについ 

て以下の２点で検証する。 

① まず，児童の意識調査から，ぽかぽかタイムがま

たやり取りをしたいという意欲につながったかを検

証した。ぽかぽかタイムＡでは，30名（88％），ぽか

ぽかタイムＢでは，33名（94％)の児童がぽかぽかタ

イム後に「またやり取りがしたい」と回答していた

（表３）。その理由として，「褒められて嬉しいから」

と多くの児童が回答していた。肯定的なコメントを

図９ 英語で気持ちや考えを伝えようとしているか 

図10 ジェスチャーや表情で気持ちや考えを伝えようとしているか 

表２ 個人のやり取りの質の変化 

児童 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

1時 ◎ ○ △ △ △ ◎ ◎ △ △ ◎ △ ◎ × △ △ ◎ ◎ ◎ △ △ △ ○ ◎ △ ◎ ◎ △ △ △ △ ◎ ◎ △ △
４時 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

表４ どちらがまたやり取りをしたいと思わせるか 

 表３ またやり取りがしたいと思ったか 

事後 

検証授業③ 

n=35 

（欠席２名）

（欠席１名） 

検証授業③ 

n=35 

図８ 全児童の非言語メッセージの変化 



- 18 - 

 

友達から直接言ってもらえることが，またやり取りをしたいという意欲につながったと考えら

れる。さらに，ぽかぽかタイムＡとぽかぽかタイムＢのどちらがより意欲を高めたかを問うと，

「両方」と回答した児童が最も多く，21名（60％）であった(前頁表４)。その理由として，ぽ

かぽかタイムＡは「自分のやり取りのよい所が詳しく知れて，『次はこうしよう』と思い心が温

かくなるから」，ぽかぽかタイムＢは「やり取りしている相手から感想をもらえるのでとてもう

れしく心がぽかぽかするから」といった記述が多く見られた。このことから，ぽかぽかタイム

にはどちらか一方の視点でなく，やり取りを具体的に褒めることと「嬉しい」「楽しい」等の気

持ちを伝えることの両方の視点が児童の意欲を高め

るために必要だということが分かる。 

また，振り返りシート「どんなやり取りをまたし

たいか」では，「英語をたくさん使う」「互いの気持

ちが温かくなる」やり取りをまたしたいと回答した

児童がそれぞれ53名と最も多かったことからも，児

童のまたやり取りがしたい意欲がうかがえる（表５）。 

② 次に，ぽかぽかタイム前後の児童のやり取りの変容から，またやり取りをしたいという意欲

が見られたかを検証した。ぽかぽかタイムＡ前後の児童Ⓐのやり取りの変容を示す（資料３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

ぽかぽかタイム後，この児童のように表現を使おうと進んで尋ねたり，教え合ったりする児

童が多く見られた。児童Ⓐのぽかぽかイングリッシュの数を比較すると，ぽかぽかタイム後は，

７個増えていた。このようにぽかぽかタイム後に，ぽかぽかイングリッシュの数を増やしてい

た児童は，25名（74％）であった。また，そのうち８名は，質も上がっていた。友達に褒めら

れたことで，ぽかぽかイングリッシュの数を増やしながらやり取りをしようとする意欲につな

がったと考えられる。 

資料３ 児童Ⓐのやり取りの変容 

「Close!」の表現を使おうと友達に

尋ねていた。 

「Never mind!」の表現も使い友達

を励ましていた。 

答えの後に，「かけっこが好きか」

を友達に尋ね，友達のことをもっと

知ろうとしていた。 

【児童Ⓐ】 

【ぽかぽかタイムＡ後】

友達から褒められることで 

【児童Ⓐがもらった付箋】 
【ぽかぽかタイムＡ前】 

答 え を 間 違 っ た 友 達 に

「NO!」と言った後，答えを

教えてやり取りを終えてい

た。 

表５ どんなやり取りをまたしたいか 
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ぽかぽかタイムＢ前後の児童Ⓑのやり取りの変容を示す（資料４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     この児童のように，クイズの答えを当てること

に終始するやり取りから，相手の言葉に温かく反

応し，相手のことをより知ろうと，やり取りをす

る児童の姿が見られるようになった。アンケート

にも，35名全員が「友達の気持ちを大切にしなが

らやり取りをしている」と回答していた（図11）。

また，この児童を含む多くの児童が，ぽかぽかタ

イム後に普段あまり話さない児童ともやり取りを

していた。ぽかぽかタイムで感想を伝え合うこと

で，温かく，いろんな人とやり取りをしようとす

る意欲につながったと考えられる。 

    以上２点を総合すると，ぽかぽかタイムを設定す

ることは，児童の「またやり取りをしたい」という

意欲を高め，伝え合おうとする児童の姿につながっ

たと考える。 

イ 長期的考察（検証②から検証③までの児童の変容， 

５月から１月の児童の意識の変容による考察） 

継続して取り組むことで児童の伝え合おうとする

姿がよりよい方向に変容したかを検証する。 

ぽかぽかイングリッシュの数，やりとりの質が

の児童数の変容を見ると，共に１月の検証③の１時

で数値が一旦下がるが，検証③の２時以降，検証②

の伸びよりも大きな伸びを示した（図12，図13）。ま

た，事前事後アンケート「外国語活動で楽しいこと

は何か」では，「ゲーム」と回答した児童が，30名か

図11 友達の気持ちを大切にしながらやり取りをしているか 

n=35 
10月

1 月 

図12 全児童が使ったぽかぽかイングリッシュの数の変容 

資料４ 児童Ⓑのやり取りの変容 

【児童Ⓑ】 

【ぽかぽかタイム B後】

嬉しい楽しい等を伝え合うことで 

【児童Ⓑがもらった付箋】 【ぽかぽかタイム B前】 

友達の発言に，「I see」「OK!」

と相づちを打ちながらやり

取りをし，答えを聞いたら，

やり取りを終えていた。 

友達から「悔しかった」という

言葉を聞いて，「ドンマイ」と

声を掛けていた。 

友達に「頑張っていたよ。

Great!」と褒め，「またしよ

う！」と英語で伝えていた。 

検証授業③ 

n=35 

図13 ぽかぽかイングリッシュを使ったやりとりの質の変容 
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ら20名に減り，一方で「英語でやり取りをすること」

と回答した児童が14名から29名に増えていた（図14）。

児童がゲームの楽しさから，やり取りの中で自分の

気持ちや考えを伝えることの楽しさに目を向け始め

たことがうかがえる。これからも，児童が自分の気

持ちや考えを伝えたいと思うようなやり取りを行わ

せていくことが大切であると考える。 

さらに，本研究を始める前（５月）と，後（１月）

の児童の意識の変容を比べた。事前事後アンケート

「自分の気持ちや考えを伝えようとしているか」に

おいて「伝えようとしている」と回答した児童が，

14名から33名に増えていた（図15）。 

    以上のことから，ぽかぽかイングリッシュを取り

入れたやり取りと，ぽかぽかタイムを組み合わせた

学習に継続して取り組むことは，児童のぽかぽかイ

ングリッシュの数，やり取りの質を向上させ，伝え合おうとする児童の育成につながると考えら

れる。今後，年間を通して，上記の学習に継続的に取り組んでいくことが大切であると考える。

また，他学年にも対応する学習過程にするには，どのようにしたらよいかも考えていきたい。 

 

８ 研究のまとめと今後の課題 

  (1) 研究のまとめ 

・ぽかぽかイングリッシュとぽかぽかタイムを組み合わせた学習は，感情のやり取りを大切にしな

がら自分の気持ちや考えを伝え合おうとする児童の育成に有効であった。 

  (2) 今後の課題 

・ぽかぽかイングリッシュとぽかぽかタイムを組み合わせた学習を取り入れた年間計画の作成 

・他学年にも対応する学習過程の工夫 
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図15 自分の気持ちや考えを伝えようとしているか 

１月  

５月  

図14 外国語で楽しいことは何か 

n=35 複数回答あり 


